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県
の
基
本
姿
勢
は

「
岩
国
基
地
の
今
以
上

の
機
能
強
化
は
認
め
ら

れ
な
い
」
で
す
が
、

「
今
以
上
」
と
は
い
つ
の
時
点
を

基
準
に
す
る
の
で
す
か
、
ま
た

「
機
能
強
化
」
の
具
体
的
判
断
基

準
を
教
え
て
下
さ
い
。
県
と
し
て

は
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
は
問
題

な
い
、
容
認
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

沖
縄
県
知
事
に
よ
る
辺
野
古
の

埋
立
承
認
の
取
消
し
が
行
わ
れ
れ

ば
、
裁
判
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
岩
国
市
長
は
「
普
天
間
移

設
の
見
通
し
が
立
た
な
い
限
り
、

空
母
艦
載
機
の
岩
国
移
駐
の
み
を

切
り
離
し
て
進
め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
改
め
て
明
言
し
ま

し
た
。
知
事
の
お
考
え
を
教
え
て

下
さ
い
。
ま
た
、
「
普
天
間
移
設

の
見
通
し
」
を
ど
の
よ
う
な
基
準

で
判
断
さ
れ
る
の
で
す
か
。

今
回
の
補
正
予
算
に
、
米
軍
再

編
に
係
る
交
付
金
を
活
用
し
た
新

た
な
事
業
（
約
５
億
円
）
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
交
付
要

綱
の
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。
今

後
５
年
間
で
１
０
０
億
円
の
交
付

金
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
根
拠
は
あ
る
の

で
す
か
。

「
今
以
上
」
と
は
、

空
母
艦
載
機
の
移
駐
前

を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
機
能
強
化
」

と
は
、
騒
音
や
安
全
性
な
ど
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
が
現
状
よ
り

悪
化
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

意
向
を
尊
重
す
る
と
い
う
姿
勢
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

「
普
天
間
基
地
移
設
の
見
通
し

が
立
た
な
い
う
ち
に
、
空
母
艦
載

機
の
移
駐
の
み
を
切
り
離
し
て
進

め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
基
本
ス
タ
ン
ス
を
堅
持
し
な

が
ら
、
今
後
の
情
勢
を
見
極
め
て

い
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に

普
天
間
移
設
の
見
通
し
が
立
っ
た

と
言
え
る
の
か
、
現
時
点
で
示
す

こ
と
は
困
難
で
す
。

交
付
要
綱
で
は
、
事
業
期
間
は

28
年
度
ま
で
の
２
年
間
と
さ
れ
て

お
り
、
県
と
し
て
そ
の
延
長
を
求

め
て
い
ま
す
が
、
公
式
に
５
年
で

１
０
０
億
円
と
言
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

岩
国
へ
の
移
駐
の
た
め
の
準
備

工
事
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、

県
も
岩
国
市
も
そ
れ
を
容
認
し
て

い
る
状
況
で
は
、
い
く
ら
岩
国
へ

の
先
行
移
駐
は
認
め
ら
れ
な
い
と

言
っ
て
も
、
言
葉
だ
け
で
、
本
気

で
そ
う
思
っ
て
い
る
と
は
と
て
も

思
え
ま
せ
ん
。

の
コ
メ
ン
ト

答 弁

質 問

中
山
間
地
の
過
疎
化

を
く
い
止
め
る
た
め
に

は
、
地
域
で
お
金
が
回

る
よ
う
、
農
作
物
の
直

売
所
や
地
域
の
商
店
な
ど
を
通
じ

た
流
通
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

地
元
農
産
品

の
学
校
給
食
へ
の
活
用
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
や
、
病
院
や
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
も
必
要
不
可

欠
で
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
は
あ

り
ま
す
か
。

今
、
地
域
の
商
店
街
は
崩
壊
寸

前
で
す
。
大
規
模
店
舗
の
進
出
に

関
し
て
は
一
定
の
規
制
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
県
の
方
針
を
教

え
て
下
さ
い
。

過
疎
化
対
策

地
域
振
興
の
具
体
的
施
策
は

米
軍
再
編

艦
載
機
移
駐
の
見
通
し
は質 問

（
答
弁
は
裏
面
に
掲
載
）

平成２７年９月定例

会は９月１８日から

１３議案を審議し１０月９日に

閉会しました。

今回の一般質問で、安保法制

に対する政治家としての知事の

考えを求めました。残念ですが

「国の専管事項」という常套句

を羅列するに終わりました。

この安保法案につ

いては、裏面の「議

会トピック」にエピソードをま

じえて書いておりますので、そ

ちらをお読みください。

また、農林水産委員会では、

ＴＰＰについて質問しましたが、

県内への影響などが、まだ十分

に把握できていませんでした。

９月定例会



Ｊ
Ａ
の
直
売
所
や
量

販
店
、
小
売
店
な
ど
を

拠
点
に
、
地
元
農
産
品

の
消
費
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
場
産
食
材
の
利
用
は
、
昨

年
は
60
％
を
超
え
ま
し
た
。

へ
き
地
診
療
所
に
対
す
る
医
療

設
備
の
整
備
や
運
営
の
支
援
、
医

師
の
派
遣
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
事
業
者
に
対
す
る
経
営
相
談
や

制
度
融
資
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

大
規
模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

き
、
県
は
、
届
出
の
受
理
や
公
告

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
法
律
の
規

定
の
た
め
、
出
店
調
整
を
行
う
こ

と
は
困
難
で
す
。

近
所
の
商
店
が
次
々
に
姿
を
消

す
一
方
で
、
郊
外
の
大
型
店
に
は

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
ま
ち
の
元
気
が

失
わ
れ
、
人
口
減
少
に
も
歯
止
め

が
か
か
り
ま
せ
ん
。
「
地
方
創
生
」

と
い
う
な
ら
、
県
も
こ
う
し
た
問

題
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い

も
の
で
す
。

高
校
生
の
主
権
者
教

育
に
つ
い
て
、
政
治
的

中
立
性
や
授
業
の
進
め

方
、
資
料
の
取
り
扱
い

な
ど
に
つ
い
て
新
た
な

指
針
を
示
す
と
の
こ
と
で
す
が
、

ど
の
程
度
進
ん
で
い
ま
す
か
。

教
員
が
授
業
に
使
う
資
料
を
十
分

に
そ
ろ
え
る
た
め
に
も
、
資
料
提

供
の
プ
ロ
で
あ
る
学
校
司
書
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

「
も
う
す
ぐ
２
学
期
。
学
校
が

始
ま
る
の
が
死
ぬ
ほ
ど
つ
ら
い
子

は
、
学
校
を
休
ん
で
図
書
館
へ
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
あ
る
図
書
館
の
公

式
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
大
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。
学
校
の
図
書
館
が
い
つ

で
も
開
い
て
い
て
、
自
由
に
利
用

で
き
れ
ば
大
切
な
命
を
救
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
夏
休
み
中
、
学
校

の
図
書
館
は
、
ど
の
程
度
開
館
し

て
い
ま
す
か
。
開
館
時
の
学
校
司

書
の
有
無
も
教
え
て
下
さ
い
。

県
教
委
で
は
、
本
年

度
中
に
主
権
者
教
育
に

関
す
る
指
針
を
作
成
す

る
予
定
で
す
。

学
校
司
書
の
必
要
性
に
つ
い
て
で

す
が
、
今
年
度

か
ら
、
国
に
お

い
て
、
学
校
司

書
の
資
格
・
養
成
の
あ
り
方
や
資

質
能
力
向
上
等
に
関
す
る
調
査
研

究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

県
立
高
校
の
学
校
図
書
館
で
、
夏

季
休
業
中
に
１
日
以
上
開
館
し
た

割
合
は
、
今
年
度
９
３
．
３
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
夏
季
休
業
中
に

開
館
し
た
学
校
図
書
館
の
う
ち
、

そ
の
職
員
が
勤
務
し
た
割
合
は
、

５
７
．
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
立
高
校
の
う
ち
６
３
．

５
％
に
、
司
書
業
務
に
50
％
以
上

従
事
す
る
事
務
職
員
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

若
者
の
教
育
を
規
制
し
よ
う
と

す
る
行
政
の
姿
勢
が
気
に
な
り
ま

す
。

「
夏
季
休
業
中
に
開
館
し
た
学
校

図
書
館
の
割
合
は
、
９
３
．
３
％
」

ほ
と
ん
ど
の
学
校
図
書
館
が
開
い

て
い
た
と
聞
い
て
そ
の
数
字
の
高

さ
に
一
瞬
驚
き
ま
し
た
が
、
詳
細

を
聞
く
と
、
１
日
開
館
し
た
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
40

日
間
の
夏
休
み
中
に
１
日
だ
け
開

い
て
い
る
図
書
館
っ
て
？

答 弁

答 弁 質 問

の
コ
メ
ン
ト

の
コ
メ
ン
ト

高
校
生
の
主
権
者
教
育
と

図
書
館
の
現
状

安保関連法についての質問に対

し、知事は「国の専管事項で、外

交・防衛政策に関する事柄に

ついて私から申し述べる立場

にない」の一点張りでした。

本当は知事の持論もあるの

だと思いますが、国の顔色を

うかがいながら・・誰かに気

を遣いながら・・安全運転を

しているのかもしれません。残念

極まりないことです。

47人いる県議会議員のうち何と

8割が自民・公明系の議員で、安

保法案に賛成の立場でこの9月議

会に臨んでいます。国民の７０％

以上が反対している中で、世論と

議会の間に、大きなかい離がある

ことを肌で感じた議会でした。

しかし、議員の中には、自分の

子供や孫がもしかしたら徴兵され

るかも知れないと心配する人がい

ても不思議ではありません。安倍

さんのお膝元だからと遠慮して口

を閉ざす必要はないと思いますが。

ある議員が本会議での質問の

前置きとして、こんなこと を言

いました。「テストで この

法案名を答えよという問題

が出た場合、“戦争法案”

と書いた生徒が不正解とな

り、大学受験に失敗し、ひ

きこもりなった場合には、

どうなるのか心配だ」。

言った本人はジョークのつもり

かも知れませんが、「戦争・・」

という呼び方に相当神経質になっ

ているようです。「戦争法案」を

完全否定する根拠が見当たらない

からでしょうか。

戦争法案？知事の意見なし

世論と議会の乖離
か い り

安 保 法 制


